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No．７１１
平成2４年（201２）

５月１５日号

　
去
る
4
月
　
日
、
印
西
市
松
山
下

15

公
園
総
合
体
育
館
で
、
平
成
　
年
度

24

印
西
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
の
中
で
、
山
﨑
市
長

か
ら
川
上
新
消
防
団
長
が
任
命
辞
令

を
受
け
た
後
、
川
上
新
団
長
か
ら
新

役
員
1
6
6
人
、
新
入
団
員
　
人
に

30

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
付
式
後
は
、
同
場
所
に

お
い
て
新
入
団
員
の
基
本
動
作
習
得

を
目
的
と
し
た
規
律
訓
練
が
、
印
西

消
防
署
ほ
か
職
員
の
指
導
の
も
と
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
の
印
西
市
消
防
団
幹

24

部
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

▼
団
長
…
川
上
賢
二
▼
副
団
長
…
瀧

田
敏
幸
（
第
1
方
面
隊
長
）、
宮
本
浩

（
第
2
方
面
隊
長
）、
冨
井
庄
一
（
第

3
方
面
隊
長
）、
石
川
太
已
（
第
4
方

面
隊
長
）
▼
第
1
方
面
隊
本
部
付
分

あ
な
た
の
力
を
求
め
て
ま
す

印
西
市
消
防
団
員
を
募
集

　
本
年
度
、
印
西
市
消
防
団
は
組
織

編
成
の
見
直
し
を
行
い
、
市
内
を
4

方
面
に
分
割
し
た
編
成
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　
火
災
時
の
出
動
な
ど
は
も
ち
ろ
ん

今
ま
で
通
り
で
す
が
、
地
域
に
根
付

い
た
消
防
団
を
目
指
し
、
今
後
も
防

災
・
減
災
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ら
な
る
消
防
団
活
動
の

充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
ラ
ッ
パ
部

と
女
性
部
の
定
員
を
増
加
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
活
動
な
ど
興
味
の
あ
る
人
、

　
初
夏
恒
例
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

「
千
葉
県
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ
り
　
印
in

西
」
が
、
松
山
下
公
園
陸
上
競
技
場

（
浦
部
）
で
開
催
。

　
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
N
E

C
・
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ
対
N
T
T

コ
ム
・
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ア
ー
ク
ス
の

試
合
を
中
心
に
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、
ラ

グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
試
合
、
そ
の
ほ

か
、
ト
ッ
プ
選
手
と
フ
ァ
ン
の
交
流

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■時 
6
月
9
日
臥
・
午
前
　
時
　
分

10

30

　
日
本
農
業
賞
は
、
日
本
放
送
協
会
、

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
お
よ
び

都
道
府
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
が

主
催
し
、
世
界
の
中
の
日
本
農
業
の

確
立
を
目
指
し
、
意
欲
的
に
経
営
や

技
術
の
改
革
と
発
展
に
取
り
組
み
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
農
業
者

と
営
農
集
団
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
3
月
　
日
、
東
京
・
N
H
K

10

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
　
回
日
本

41

農
業
賞
表
彰
式
に
お
い
て
、
株
式
会

社
ハ
ル
デ
ィ
ン
が
個
別
経
営
の
部
で

大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
ハ
ル
デ
ィ
ン
（
代
表
取

締
役
篠
原
茂
氏
）
は
昭
和
　
年
に
設

54

立
以
来
、
本
社
お
よ
び
2
農
場
を
印

西
市
に
、
長
野
県
に
3
農
場
、
各
地

に
契
約
農
場
を
持
ち
、
花
・
野
菜
の

セ
ル
成
型
苗
、
接
ぎ
木
苗
、
ポ
ッ
ト

苗
、
鉢
物
な
ど
の
生
産
を
行
い
「
農

業
も
企
業
化
で
き
る
」
と
い
う
信
念

の
も
と
、
技
術
革
新
と
規
模
拡
大
を

繰
り
返
し
、
全
国
屈
指
の
経
営
に
成

長
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
　
年
に
は
、
人
工

22

光
閉
鎖
型
育
苗
装
置
（
植
物
工
場
）

を
導
入
す
る
な
ど
、
高
生
産
性
・
高

品
質
の
苗
生
産
の
取
り
組
み
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■問 
農
政
課
振
興
班（
緯
内
線
3
7
4
）。

 株
式
会
社
ハ
ル
デ
ィ
ン
が

第
　
回
日
本
農
業
賞
大
賞
を
受
賞
 

41

平成24年度

 印
西
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
を
挙
行

地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る

　シリーズ第2回は、生ごみの減量について、ご紹介します。
　印西地区におけるごみ質分析結果や他自治体の状況を踏まえると、
燃やすごみの中で生ごみが、約40％占めていると考えられます。そ
の生ごみの大部分は、水分であるともいわれています。生ごみを減
らすための有効な手段として、水切りや乾燥化、堆肥化があげられ
ます。
　市では、一般家庭から毎日排出される生ごみの減量化を推進する
ために、生ごみ処理容器（コンポスト、EM容器など）や生ごみ処
理機（乾燥機、バイオ型など）を購入した人に予算の範囲内で補助
金を交付しています。上限はありますが、購入費の3分の2を補助
しています。
　また、本年度の6月からは、生ごみ処理機の購入促進のための貸
し出し事業も実施する予定です。貸し出し事業を通じて、さらに生
ごみ減量の普及促進をしたいと考えています。
　そのほか、水切りネットを活用して、水分を取り除くなどの方法
も考えられますが、各家庭に合った生ごみの減量を心がけましょう。
　なお、生ごみの発生抑制のためにも食材を計画的に使い切ること、
食べきれる量を作ること、残さず食べ切ること、などの工夫もして
みてください。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

ごみの分別大事典シリーズ②

減らそう生ごみ！生ごみのほとんどが水分

地
域
に
貢
献
し
た
い
と
お
考
え
の
人

は
、
ぜ
ひ
一
度
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
総
務
省
消
防
庁
は
、
消
防

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.fd
m
a.g
o
.jp
/sy
o
b
o
d
a

n
/in
d
e
x
.h
tm
l

）を
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■問 
防
災
課
防
災
班（
緯
内
線
4
5
3
・

4
5
4
）。　

 第
　
回
千
葉
県
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ
り
　
印
西

22

in

キ
ッ
ク
オ
フ
予
定
。

■費 
無
料
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

団
長
…
齊
藤
利
裕
、
酒
井
重
利
、
岩

﨑
茂
行
、
篠
田
秀
明
▼
第
2
方
面
隊

本
部
付
分
団
長
…
田
久
保
正
樹
、
海

老
原
勝
治
▼
第
3
方
面
隊
本
部
付
分

団
長
…
宮
澤
徳
昭
、
狩
野
実
、
渡
邊

勇
、
宮
内
弘
行
▼
第
4
方
面
隊
本
部

付
分
団
長
…
森
田
伊
和
、
岩
井
大
治
、

颯
佐
直
也
▼
第
1
分
団
分
団
長
…
伊

藤
雅
士
▼
第
2
分
団
分
団
長
…
五
十

嵐
正
記
▼
第
3
分
団
分
団
長
…
小
名

木
俊
宏
▼
第
4
分
団
分
団
長
…
飯
島

正
義
▼
第
5
分
団
分
団
長
…
平
川
賢

志
▼
第
6
分
団
分
団
長
…
荒
井
哲
夫

▼
第
7
分
団
分
団
長
…
石
井
秀
樹
▼

第
9
分
団
分
団
長
…
柴
倉
良
男
▼
第

　
分
団
分
団
長
…
櫻
井
一
雄
▼
第
　

10

11

分
団
分
団
長
…
篠
田
隆
巳
▼
第
　
分
12

団
分
団
長
…
村
越
進
一
▼
第
　
分
団

13

分
団
長
…
五
十
嵐
淳
▼
第
　
分
団
分

14

団
長
…
荻
原
正
博
。

▼葛地域防災活動の要となるこ
とを期待して辞令が交付されま
した

▲篠原代表取締役夫妻が、山﨑市長（左）に受賞の報告

この広報紙は再生紙を使用しています。

　「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
～
牧
の
原
区
間
」
お
よ
び
「
い
に
は
野
区
間
」
が
、

5
月
　
日
画
・
午
後
3
時
に
開
通
し
ま
す
。

25

■問 
千
葉
県
県
土
整
備
部
道
路
計
画
課
 （
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
3
1
2
0
）。

国
道
4
6
4
号
北
千
葉
道
路（
掘
割
部
）が
一
部
開
通



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

平成２４年（２０１２）５月１５日号（２）

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
緯
内
線
4

3
2
・
4
3
3
・
4
3
4
）。

非
常
勤
職
員
募
集

　
　（
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）

　
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
一
般
事

務
業
務
に
関
す
る
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

■内 
雇
用
期
間
…
7
月
1
日
～
平
成
　25

年
3
月
　
日
。

31

胸
募
集
職
種
…
一
般
事
務
職
。

■定 
1
人
。

胸
主
な
業
務
…
受
け
付
け
業
務
な
ど
。

胸
勤
務
日
、
時
間
…
休
館
日
の
月
曜

日
お
よ
び
祝
日
な
ど
を
除
く
、
午
前

8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
で
、
週

45

30

2
回
程
度
。

胸
時
給
…
8
3
0
円
～
9
0
0
円

（
経
験
に
よ
り
考
慮
）。

※
通
勤
手
当
有
り
。

■対 
心
身
と
も
に
健
康
で
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
人
。

■申 
5
月
　
日
画
（
当
日
消
印
有
効
）

25

ま
で
に
、
履
歴
書
（
自
筆
・
写
真
添

付
）
を
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
。

■問 
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
内
・
〒
2
7
0

―
1
6
9
3
印
西
市
美
瀬
1
―
2

5
・
緯
碓80 
3
9
0
0
）。

苛
印
旛
沼
環
境
基
金
助
成
事
業

　
　
　
　
  の
助
成
金
交
付
団
体

■対 
平
成
　
年
度
中
に
、
印
旛
沼
の
環

24

境
保
全
の
た
め
の
活
動
を
す
る
団
体

な
ど
。

胸
助
成
金
額
…
1
団
体
上
限
　
万
円

20

（
小
学
校
、
中
学
校
お
よ
び
高
等
学

校
に
つ
い
て
は
上
限
　
万
円
）
た
だ

10

し
、
小
・
中
学
校
以
外
は
助
成
対
象

8
4
1
7
）。

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ワ
ン

バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
3
種
目
を
紹
介
し
ま
す
。
と
て

も
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
多
く

の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■時 
6
月
1
日
画
、
8
日
画
、　
日
15

画
・
午
後
7
時
～
9
時
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
小
学
校
1
年
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）。

■費 
無
料
。

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
、
着
替
え
、
飲
み
物
な
ど

持
参
。

■他 
6
月
　
日
は
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
の

15

み
の
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
。

市
民
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■時 
6
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

10

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■内 
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
1
部
・
2
部
・
3
部
）。

■対 
中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
人
で
審
判
が
で
き
る
人
。
た

だ
し
、
1
部
お
よ
び
2
部
は
オ
ー
プ

ン
参
加
可
。

■費 
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
1

組
2
街
0
0
0
円
。
市
外
の
人
1
組

2
街
4
0
0
円
。

■申 
6
月
3
日
蚊
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
参
加
種
目
を
記
入

し
、
郵
送
、
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル

で
左
記
へ
。

※
市
内
在
勤
、
在
学
の
人
は
、
勤
務

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
・

　
　
　
　
　
　
　
利
用
認
定
会

　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
で
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
お
よ
び
利
用
認

定
会
を
実
施
し
ま
す
。

※
一
般
利
用
は
、
利
用
認
定
証
取
得

者
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

■時 
6
月
　
日
蚊
・【
教
室
】
午
後
5

24

時
～
6
時
　
分
、【
利
用
認
定
会
】
午

50

後
7
時
～
8
時
　
分
。

50

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■定 
各
　
人
。

20

■申 
5
月
　
日
画
～
6
月
　
日
蚊
の
間

18

17

に
、
左
記
ま
で
申
込
書
を
提
出
（
先

着
順
）。

■他 
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
が
必
要
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
各
公
民
館
・
出
張
所
に
あ
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
回
は
7
月
　
日
蚊
を
予

15

定
し
て
い
ま
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

24

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
（
個

人
）
の
内
容
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

左
記
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■時 
5
月
　
日
我
～
（
予
定
）。

23

※
予
定
日
は
、
前
後
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■場 
▼
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

1
階
）
▼
各
支
所
▼
各
図
書
館
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

24

の
会
期
は
、
5
月
　
日
峨
～
6
月
　

29

19

日
峨
の
予
定
で
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

議
会
中
継
を
行
い
ま
す

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

24

中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会

中
継
（
生
中
継
お
よ
び
録
画
中
継
）

を
行
い
ま
す（
ア
ド
レ
ス
はh

ttp
:/

/w
w
w
.d
iscu
ssv
isio
n
.n
e
t

/in
zaisi/in

d
e
x
.h
tm
l

）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

24

に
か
け
る
請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期

限
は
、
5
月
　
日
俄
の
正
午
で
す
。

21

　
な
お
、
提
出
す
る
場
合
は
、
事
前

に
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

市
職
員

　
平
成
　
年
度
市
職
員
採
用
上
級
試

24

験
（
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試

験
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
蚊
。

22

■場 
東
京
学
館
高
等
学
校
（
酒
々
井

町
）。

胸
受
付
期
間
…
5
月
　
日
峨
～
6
月

29

　
日
画
（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消

15印
有
効
）。

胸
受
付
場
所
…
総
務
課
人
事
職
員
班

（
市
役
所
3
階
）。

※
申
込
書
は
、
市
役
所
総
務
課
人
事

職
員
班
、
各
支
所
総
務
課
・
公
民
館
・

出
張
所
、
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
の

各
窓
口
で
5
月
　
日
我
か
ら
配
布
予

16

定
。

■内 
左
表
参
照
。

募
集

ス
ポ
ー
ツ

8／4
（土）

フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ル
ド
ル
フ
と
イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ
ナ
」

　
3
歳
未
満
児
の
入
場
は
、ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。障
害
者
割
引
は
、各
料

金
か
ら
5
0
0
円
引
き（
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）。※
チ
ケ
ッ
ト
は
6
月
3
日
蚊
・

午
前
9
時
か
ら
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

発
売
開
始
。公
演
日
当
日
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
予
定（
要
申
し
込
み
）。

　
人
間
と
動
物
の
共
存
や
温
か
い
心

と
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
美
し
い
歌

と
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
提
供
。

■時 
8
月
4
日
臥
・
午
後
2
時
開
演

（
開
場
は
1
時
　
分
）。

30

■費 
大
人
2
街
5
0
0
円
、子
ど
も

（
3
歳
～
中
学
生
）1
街
5
0
0
円

（
全
席
指
定
）。

6／２３
（土）

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
　
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
未
就
学
児
の
入
場
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
障
害
者
割
引
は
、
各
料
金

か
ら
5
0
0
円
引
き
（
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
。

※
公
演
日
当
日
に
、
公
開
リ
ハ
ー
サ

ル
お
よ
び
演
奏
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
予
定

し
て
い
ま
す
（
要
申
し
込
み
）。

　
英
国
式
金
管
バ
ン
ド
の
輝
か
し
い

サ
ウ
ン
ド
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

胸
曲
目
…
ド
ラ
ゴ
ン
の
年
（
P
・
ス

パ
ー
ク
）
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ほ
か
。

■時 
6
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
開
演

23

（
開
場
は
1
時
　
分
）。

30

■費 
一
般
2
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
・
中
学
生
）
1
街
0
0
0
円
（
全

席
指
定
）。

障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0
円

引
き
（
購
入
の
際
、
保
険
証
な
ど
の

年
齢
が
分
か
る
証
明
書
類
、
障
害
者

手
帳
な
ど
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
。

　
林
家
た
い
平
、
柳
家
喬
太
郎
、
古

今
亭
菊
之
丞
ほ
か
を
お
迎
え
し
ま
す
。

■時 
7
月
1
日
蚊
・
午
後
2
時
開
演

（
開
場
は
午
後
1
時
　
分
）。

30

※
開
演
時
間
が
早
ま
り
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■費 
3
街
0
0
0
円
（
全
席
指
定
）。

※
シ
ル
バ
ー
割
引
（
　
歳
以
上
）・

65

7／1
（日）

い
ん
ざ
い
寄
席

文化ホール
中 央 駅 前 地 域 交 流 館
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文

化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

議
会

胸平成24年度市職員募集職種胸

個別事項受験資格募集
人員職種

【一般行政上級】別枠で、
身体障害者手帳の交付
を受け、その障害の程度
が１級から６級までの
人で、自力により通勤が
でき、職務の遂行に介護
者を必要とせず、活字印
刷文の出題に対応でき
る人。

平成３年４月２日以降に
生まれた人で、学校教育
法に基づく大学（短期大
学を除く）を卒業した人
（平成２５年３月までに卒
業する見込みの人を含
む）。
　もしくは、昭和５２年４
月２日から平成３年４月
１日までに生まれた人
（学歴は問いません）。

7人
程度

一般行政
上級

若干名
土木 
 上級技

術
職

若干名
建築 
 上級

先
ま
た
は
学
校
名
を
明
記
す
る
こ
と
。

■問 
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
鳥
羽
洋

志
（
〒
2
7
0
―
1
3
4
5
印
西
市

船
尾
1
0
7
1
・
緯
／
胃
碓46 
0
3
5

9
・
■メール in

zaib
ad
o
-th
@
e
tu
d
e

.o
cn
.n
e
.jp

）。

事
業
費
の
3
分
の
2
以
内
か
つ
当
基

金
の
予
算
の
範
囲
内
。

■申 
6
月
8
日
画
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
申
請
書
類
（
当
基
金
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
に
て
配

布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

左
記
へ
持
参
か
郵
送
。

■問 
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
（
〒
2
8
5

―
8
5
3
3
佐
倉
市
宮
小
路
町
　
番
12

地
・
緯
0
4
3
―
4
8
5
―
0
3
9

7
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

地
域
で
日
食
が
起
こ
り
ま
す
。

　
特
に
、
印
西
市
で
は
太
陽
の
中
央

部
分
が
月
に
隠
さ
れ
て
太
陽
が
リ
ン

グ
状
に
見
え
る
「
金
環
日
食
」
を
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
金
環

日
食
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に
神
秘
的

な
天
体
シ
ョ
ー
を
観
察
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
安
全
な
観
察
方
法
の
一
例
】

毅
太
陽
観
察
用
メ
ガ
ネ
、
遮
光
板
を

使
う
（
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
正
し

く
使
用
し
ま
し
ょ
う
）。

毅
日
食
が
観
測
可
能
な
望
遠
鏡
を
使

用
し
、
太
陽
投
影
板
に
投
影
す
る

（
望
遠
鏡
一
台
、
投
影
板
一
枚
で
複

数
の
人
が
観
測
可
能
で
す
）。

※
詳
し
く
は
、
国
立
天
文
台
（
■ＨＰ h

t
tp
://w

w
w
.n
ao
.ac.jp

/in
d

e
x
.h
tm
l

）
を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

■時 
5
月
　
日
俄
・
午
前
7
時
～
8
時

21

（
雨
天
中
止
）。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駐
車
場
（
原
）。

■費 
無
料
（
当
日
自
由
参
加
）。

■他 
あ
れ
ば
太
陽
観
察
用
メ
ガ
ネ
。

■問 
経
済
政
策
課
地
域
資
源
振
興
班

（
緯
内
線
3
5
1
・
3
5
2
）。

6
月
1
日
は
「
牛
乳
の
日
」　

　
　
　
　
6
月
は
「
牛
乳
月
間
」

　
千
葉
県
牛
乳
普
及
協
会
・
千
葉
県

酪
連
で
は
6
月
2
日
臥
と
3
日
蚊
の

2
日
間
、
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公

園
（
原
山
）
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　
千
葉
県
は
日
本
酪
農
の
発
祥
の
地

で
す
。
千
葉
県
の
酪
農
が
わ
か
る
パ

ネ
ル
展
示
、
本
物
の
牛
の
乳
搾
り
、

牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト

作
り
、
骨
密
度
測
定
な
ど
家
族
で
楽

に
入
場
し
た
人
の
退
出
を
待
つ
こ
と

を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

「
男
の
料
理
教
室
｣
家
庭
で

　
で
き
る
お
手
軽
イ
タ
リ
ア
ン

■時 
6
月
9
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

2
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■対 
成
人
男
性
。

■定 
　
人
。

12
噛
講
師
…
佐
藤
誠
氏
。

■費 
6
0
0
円
（
材
料
費
、
当
日
徴
収
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具
を
持
参
。　

■申 
5
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

19

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
碓45 
3
8
0

0
）。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
図
書
館
の
保
存
年
限
の
過
ぎ
た
雑

誌
や
除
籍
と
な
っ
た
図
書
を
、
1
人

各
5
冊
程
度
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け

ま
す
。
掘
り
出
し
物
を
探
し
に
、
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■時 
6
月
2
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

4
時
　
分
、
3
日
蚊
・
午
前
9
時
～

30

公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り

　
　
フ
ァ
ン
ド
「
公
開
審
査
会
」

　
公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
で
は
、
市
民
活
動
団
体
の

た
め
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
平
成
　
年
度
の
応
募
団
体

24

の
公
開
審
査
会
を
開
催
。
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
、
市
民
活
動
団

体
の
発
表
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■時 
6
月
2
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～
。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
銀
行
法
人
営
業
部
公
益
信
託

担
当
（
緯
0
4
3
―
3
0
1
―
8
0

3
7
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.ch
ib
a

b
an
k
.co
.jp
/h
o
jin
/o
th
e
r_

se
rv
ice
/in
zai/

）。

（３）平成２４年（２０１２）５月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

午
後
4
時
。

■場 
小
倉
台
図
書
館
。

■問 
小
倉
台
図
書
館
（
緯
碓47 
5
5
1

1
）。

バ
ラ
ッ
パ
ま
ん
じ
ゅ
う
講
習
会

　
素
朴
な
味
わ
い
の
バ
ラ
ッ
パ
ま
ん

じ
ゅ
う
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
6
月
5
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

■定 
　
人
。

10
噛
講
師
…
山
﨑
一
枝
氏
ほ
か
。

■費 
4
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
三
角
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

異
文
化
理
解
講
座
の
開
催

　
外
国
人
の
行
動
に
「
あ
れ
？
」
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日

本
と
他
国
で
は
、
生
活
習
慣
や
文
化

な
ど
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
在
住
の
外
国
人
と

共
に
安
心
し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ

う
、
外
国
人
を
理
解
す
る
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
A

L
T
（
外
国
人
英
語
講
師
）
が
、
母

国
の
冠
婚
葬
祭
に
つ
い
て
英
語
で
紹

介
す
る
（
通
訳
あ
り
）。

■時 
6
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
3
時

22

　
分
。

30■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

噛
講
師
…
テ
ィ
ナ
　
パ
レ
ン
テ
氏

（
ア
メ
リ
カ
出
身
）。

■費 
無
料
。

■定 
　
人
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
3
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
m
l.

city
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

金
環
日
食
観
察
会

　
5
月
　
日
俄
の
朝
、
日
本
の
広
い

21

怯
富
さ
ん
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

■時 
5
月
　
日
蚊
、　
日
臥
・
午
後
1

20

26

時
　
分
～
3
時
　
分
（
雨
天
実
施
）。

30

30

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
・
花
と
緑
の
文

化
館
2
階
多
目
的
室
（
原
山
）。

■内 
前
半
1
時
間
「
正
し
い
歩
き
方
実

技
」。
後
半
1
時
間
「
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
＆
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」。

噛
講
師
啻
富
所
正
史
氏
（
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
指
導
士
）。

■対 
　
歳
以
上
。

40
■定 
　
人
（
当
日
受
け
付
け
）。

20
■費 
一
括
2
街
0
0
0
円
。

■問 
富
所
（
■携 
0
9
0
―
9
6
4
6
―

1
2
2
5
）。

怯
印
旛
沼
　
新
緑
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
　
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
（
救
命
道
具
付

き
）
で
印
旛
沼
に
す
べ
り
出
し
、
水

上
か
ら
眺
め
る
新
緑
の
印
旛
沼
。

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
。

26

10

■場 
印
旛
沼
（
北
総
線
印
旛
日
本
医
大

駅
前
集
合
）。

噛
講
師
…
鈴
木
康
雄
氏
。

■費 
1
街
3
0
0
円
（
ボ
ー
ト
、
食
事
、

保
険
な
ど
に
か
か
る
費
用
）。

■定 
　
人
。

20
■他 
帽
子
、
軍
手
、
手
ぬ
ぐ
い
、
飲
み

物
持
参
。
雨
天
中
止
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
を
守

る
会
・
田
中
（
緯
碓98 
1
1
6
8
・
午

後
6
時
～
9
時
）。

怯
印
西
シ
ン
ガ
ー
ズ
・
メ
ン

バ
ー
募
集

■時 
毎
週
火
曜
日
・
午
後
1
時
～
3
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■問 
佐
藤
（
緯
碓45 
0
3
1
8
）。

怯
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校

「
学
校
見
学
会
」

■時 
6
月
4
日
俄
、
5
日
峨
・
午
前
9

時
　
分
～
　
時
　
分
。

20

11

50

■内 
施
設
、
授
業
な
ど
の
校
内
参
観
。

■問 
千
葉
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学

校
・
田
村
（
緯
0
4
―
7
1
8
7
―

0
8
3
1
）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
保
護
し
て
い
る
犬
・
猫
に
新
し
い

家
族
を
見
つ
け
る
た
め
の
譲
渡
会
。

■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

27

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
レ
ッ
ツ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
・
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
講
習
会

　
コ
ア
・
深
層
筋
を
意
識
し
て
運
動

を
行
い
、
姿
勢
美
人
に
鎧

■時 
①
5
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分

23

15

～
2
時
　
分
②
　
日
峨
・
午
後
2
時

45

29

　
分
～
4
時
。

45■場 
①
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
②
中

央
公
民
館
。

■問 
①
桜
井
（
■携 
0
9
0
―
2
5
2
7

―
3
9
4
5
・
午
後
4
時
以
降
）
②

杉
野
（
■携 
0
9
0
―
2
4
2
0
―
9

6
1
2
）。

怯
か
っ
ぽ
れ
無
料
体
験
募
集

　
江
戸
の
伝
統
芸
の
踊
り
を
体
験
し

て
く
だ
さ
い
。

■時 
6
月
　
日
我
、　
日
我
・
い
ず
れ

13

27

も
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

■問 
前
川
（
緯
碓46 
1
6
4
2
）。

怯
家
庭
倫
理
講
演
会

　
　「
感
動
が
心
の
扉
を
開
く
」

　
感
動
は
生
き
る
力
、
感
動
を
共
有

す
る
時
、
絆
が
で
き
る
。

■時 
6
月
3
日
蚊
・
午
後
3
時
～
4
時

　
分
。

40■場 
白
井
市
文
化
会
館
。

噛
講
師
…
田
口
雄
氏
（
倫
理
研
究
所
）。

■費 
1
街
0
0
0
円
（
当
日
自
由
参
加
）。

■問 
津
元
（
緯
碓37 
5
2
3
0
）、
馬
場

（
緯
碓42 
6
0
8
9
）。

東
京
電
機
大
学
学
生
に
よ
る

「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」

　「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」
は
、

東
京
電
機
大
学
学
生
と
地
域
住
民
と

の
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
た
交
流
と
、
パ

ソ
コ
ン
初
心
者
の
技
術
の
向
上
を
目

的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
塾
は
、
自
由
参
加
型
で
自
由

に
入
退
室
で
き
、
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン

の
持
ち
込
み
も
可
能
で
す
。
個
々
の

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
課
題
に
対
し
て
先

生
（
学
生
）
た
ち
が
優
し
く
相
談
に

の
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
パ
ソ
コ
ン
技
術
の
向
上
を
目
指

し
ま
せ
ん
か
。

■時 
5
月
　
日
臥
、
6
月
2
日
臥
、
9

26

日
臥
、　
日
臥
、
7
月
7
日
臥
・
午

30

前
　
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時
。

10
■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■費 
無
料
。

■他 
会
場
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
　
台
を
設

20

置
し
ま
す
の
で
、
当
日
は
先
着
順
に

　
人
ま
で
入
場
で
き
ま
す
。
原
則
的

20に
は
　
番
目
以
降
の
人
は
、
パ
ソ
コ

21

ン
持
参
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
先

講
座
・
催
し

そ
の
ほ
か

　
現
在
、
消
費
者
庁
（
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
）
よ
り
、
市
へ
放
射
性
物
質
検
査

機
器
の
5
月
中
の
貸
与
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
消
費
者
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
、
住
民
が
消
費
す
る
食

品
の
放
射
性
物
質
検
査
を
6
月
中
の

開
始
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
今
後
の
広
報
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班（
緯
内
線

3
5
5
）。

　平成24年第1回定例会インターネット議会生中継中（2月24
日および2月27日）に機材の故障が発生しました。この故障に
より、橋本和治議員、山本清議員、大塚輝男議員、酢﨑義行議
員の生中継の一部またはすべてが視聴できなくなりました。ま
た、24日および27日の録画中継の一部画像が、イメージ画像ま
たは画質の劣る画像になるとともに通常よりも配信が約3週間
遅れてしまいました。
　今回の事故について、みなさんに多大なご迷惑をおかけした
ことをおわびします。
　この事故は、インターネットを介してデータを送信するパソ
コンの電源が突然落ちてしまうことにより起こったもので、原
因についてはパソコン内のメモリボードの故障によるものと判
明しました。
　今後はこのような事故が再び起こらないようにデータバック
アップ強化などの対策を講じますので、これからもインター
ネット議会中継をご利用ください。
■問 議会事務局（緯内線608）。

し
め
る
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■問 
千
葉
県
牛
乳
普
及
協
会
（
緯
0
4

3
―
2
4
7
―
2
9
5
2
・
■メール 
 h_i

sh
in
o
@
ch
ik
ab
a.o
r.jp

）。

 食
品
の
放
射
性
物
質
検
査

インターネット議会中継事故についてのおわび

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
北
側

の
花
壇
で
、
一
緒
に
花
の
植
栽
を
し
ま

せ
ん
か
。
印
西
い
ー
ま
ち
会
主
催
。

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
。

19

※
雨
天
時
は
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
。

26

■場 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
北
側

花
壇
（
京
葉
銀
行
前
）。

■他 
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
軍
手
、
園
芸

用
ス
コ
ッ
プ
な
ど
持
参
（
貸
与
有
り
）。

■問 
い
ん
ざ
い
い
ー
ま
ち
会
・
花
壇
担
当

者
（
緯
0
9
0
―
9
3
8
6
―
3
0
4

2
）。

花壇を
作りませんか
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東
西
南
北
を
清
め
る
四
方
固
め

の
舞
。
次
に
、
せ
な
獅
子
が
危

難
を
消
滅
す
る
厄
除
け
の
舞
。

最
後
に
お
や
じ
獅
子
が
災
難
を

払
い
除
く
魔
除
け
の
舞
と
続
き

ま
す
。
毎
年
1
本
ず
つ
、
長
さ

1
5
0
唖
の
麻
の
髪
の
毛
が
増

え
て
い
く
獅
子
頭
は
重
く
、
舞

い
手
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
を

物
と
も
せ
ず
、
流
麗
な
舞
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
舞
は
こ
の
後
、
同

じ
中
根
地
区
に
あ
る
八
幡
神
社

と
鳥
見
神
社
で
も
奉
納
さ
れ
る

た
め
夕
方
ま
で
続
き
ま
し
た
。

保
存
会
会
長
の
渡
辺
敏
雄
さ
ん

の
お
話
で
は
「
こ
の
獅
子
舞
は
、

南
北
朝
時
代
に
関
宿
付
近
で

戦
っ
た
落
人
に
よ
り
伝
授
さ
れ

た
事
が
由
来
で
、
舞
が
始
ま
り

約
7
0
0
年
の
歴
史
が
あ
る
と

雨
の
法
守
護（
ア
メ
ン
ボ
ウ
）の
舞
、

家
運
を
繁
栄
さ
せ
る
不
通
法
安
穏

（
ト
ウ
セ
ン
ボ
ウ
）の
舞
、良
縁
を

授
け
る
足
留
め
契（
ア
シ
ド
メ
）の

舞
、住
民
同
士
の
交
わ
り
を
深
め

る
和
合
惚
気（
ノ
ロ
ケ
）の
舞
、三

州
岡
崎
の
七
福
神
を
迎
え
る
笑
楽

岡
崎（
オ
カ
ザ
キ
）の
舞
、不
老
長

寿
の
寿
橋
を
渡
る
橋
掛
か
り
寿

（
ハ
シ
ガ
カ
リ
）の
舞
の
7
つ
。最

後
の
橋
掛
か
り
の
舞
で
は
、何
人

か
の
観
衆
が
獅
子
と
共
に
川
に
見

立
て
た
青
い
板
を
飛
び
越
え
て
祈

願
し
ま
し
た
。そ
の
後
、悪
魔
退
散

を
願
い
、三
匹
が
順
番
に
踊
る「
役

舞
」が
始
ま
り
ま
す
。

　
初
め
は
、
か
が
獅
子
に
よ
る
、

7
0
0
年
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ

　
　
　
　「
八
幡
神
社
の
獅
子
舞
」

広報レポーター： 橋本   千代子 （岩戸）
はしもと ちよこ

▲
こ
の
獅
子
舞
は
辺
田
前

地
区
に
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
風
物
詩
で
も
あ
り
ま
す

実
生
よ
り
夫
育
て
し
草
花
は
競
ふ
が
ご
と
く
咲
き
満
ち
て
を
り

木
　
刈
　
　
　
田
鍋
ケ
イ
子

ゆ
く
り
な
く
夢
に
て
握
り
し
母
の
手
の
暖
か
か
り
き
彼
岸
の
ち
か
く

大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

整
備
さ
れ
さ
ま
変
り
た
る
川
の
辺
に
草
木
芽
吹
き
て
日
々
に
色
濃
し

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

離
り
ゆ
く
友
見
送
り
し
道
の
辺
の
こ
ぶ
し
を
濡
ら
す
春
告
ぐ
る
雨

小
倉
台
　
　
　
小
澤
芙
美
子

い
く
度
も
席
譲
ら
る
る
こ
と
続
く
少
年
壮
年
は
た
同
輩
ら
に
も

　
　
原
　
　
　
　
野
村
　
と
く

荒
寺
の
今
日
の
は
な
や
ぎ
花
御
堂

舞
　
姫
　
　
　
堤
　
貴
美
子

花
の
塵
色
残
る
ま
ま
掃
か
れ
け
り

発
　
作
　
　
　
関
口
千
代
子

吉
高
の
桜
に
呼
ば
れ
縁
結
ぶ

岩
　
戸
　
　
　
橋
本
千
代
女

裸
婦
像
の
乳
房
に
つ
も
り
し
春
の
雪

滝
　
野
　
　
　
山
崎
　
勝
慶

花
の
昼
旅
立
つ
母
の
薄
化
粧

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

　
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ラ
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ラ
、

　
人
の
笛
の
吹
き
手
を
先
導
に
、

10お
や
じ
（
父
）・
か
が
（
母
）・
せ

な
（
子
）
の
三
匹
獅
子
が
 辺
田
前
 

へ
た
ま
え

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
あ
る

東
漸
寺
（
中
根
1
8
7
）
の
境
内

に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
、
震
災
の
た
め
中
止
と

な
っ
た
「
八
幡
神
社
の
獅
子
舞
」。

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
こ
の
獅
子
舞
が
、
去

る
4
月
　
日
・
午
後
1
時
か
ら
、

14

桜
と
1
0
0
人
近
い
観
衆
が
見
守

る
中
、
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
の「
本
舞
」は
、人
々
の
身

を
祓
い
清
め
る
輿
附
清
浄（
ミ

ソ
ッ
コ
ズ
キ
）の
舞
、雨
を
呼
ぶ

掲載情報は4月25日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

さ
れ
ま
す
。
昭
和
に
な
り
、　
年
20

間
途
絶
え
た
も
の
の
、
昭
和
　
年
59

（
旧
本
埜
村
の
こ
ろ
）
に
復
活
し
、

今
年
で
復
活
後
　
年
目
を
迎
え
ま

28

す
」
と
の
こ
と
。
現
在
、
保
存
会

の
メ
ン
バ
ー
は
　
人
で
、
練
習
は

20

1
月
下
旬
か
ら
公
開
を
迎
え
る
4

月
ま
で
、
夜
に
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
舞
い
手
は
地
区
の
長
男
が

受
け
継
ぎ
、
4
年
間
で
交
代
。
現

在
、
八
代
目
で
す
が
「
少
子
化
の

影
響
で
、
後
継
者
の
育
成
が
心

配
」
と
の
声
も
。

　
取
材
を
通
し
て
、
こ
の
獅
子
舞

は
辺
田
前
の
人
々
を
繋
ぐ
大
切
な

行
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

伝
統
あ
る
こ
の
獅
子
舞
が
、
末
永

く
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
巡
る
季
節
の
中
、
ま
た
一
つ
心

を
寄
せ
る
場
所
が
で
き
、
と
て
も

嬉
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

広報レポーター：
 村形   彰治 （小林北）
むらかた しょうじ 北総浄水場

▲橋掛かりの舞で川（青い板）を
獅子と一緒に飛び越える少年

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①電子ピアノ（3万円程度）②チャイルドシート③しおん幼稚園帽子④エレク
トーン（ＦＤＤ付き）⑤千葉商科大学付属高校の制服⑥男子ランドセル⑦買い
物カート（ヘルスバッグ）⑧水盤⑨冷凍冷蔵庫（５千円）。

①電子ピアノ②キーボード③遊具（けん玉、こま、羽子板など）④印西中学校女
子用制服・運動着⑤しおん幼稚園、男児・女児ジャージ、男児女児体操服（大き
めサイズ）⑥ＭＤウォークマン⑦天神幼稚園男児制服、女児制服、ブラウスな
ど⑧犬用乳母車⑨ベビーカー（Ａ型もしくはＡＢ型）⑩リカちゃん人形⑪補聴
器。

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎
月２０日締め切り（必着）です。投稿は、住所・
氏名（ふりがな）・電話番号を明記の上、秘書
広報課広報広聴班まで。

胸おわびと訂正胸
　『広報いんざい』4月15日号の「文芸コーナー」
で、俳句の選者を田口三友氏と掲載しましたが、正
しくは田口三石選氏です。
　おわびして訂正いたします。　

　
北
総
線
印
西
牧
の
原
駅
と
印
旛

日
本
医
大
駅
の
間
、
国
道
4
6
4

号
線
沿
い
に
薄
緑
色
の
大
き
な
キ

ノ
コ
型
の
塔
が
目
に
入
り
ま
す
。

こ
れ
は
調
圧
水
槽
と
い
い
、
高

さ
2
7
・
4
ｍ
も
あ
り
、「
北
総

浄
水
場
」（
竜
腹
寺
2
9
6
）

の
入
り
口
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
桜
が
満
開
の
4
月
中
旬
、
こ

の
施
設
を
訪
れ
、
佐
藤
事
務
次

長
と
担
当
の
関
技
術
次
長
か
ら

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
北
総
浄
水
場
は
、
千
葉
県
水

道
局
の
5
カ
所
の
浄
水
場
の
一

つ
と
し
て
昭
和
　
年
に
建
設
に

45

着
手
。
現
在
は
主
に
成
田
空
港
、

成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
に
対
し
、

昭
和
　
年
6
月
か
ら
本
格
的
に

50

給
水
を
開
始
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
浄
水
場
は
　
万
9

12

千
5
百
愛
の
広
大
な
敷
地
を
有

し
、
給
水
能
力
は
　
万
6
千
7

12

百
逢
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
中
央
管
理
本
館
に
は
、
中
央

管
理
室
、
水
質
計
器
室
な
ど
が

あ
り
、
大
勢
の
職
員
が
施
設
管

理
、
水
質
管
理
の
た
め
忙
し
く

働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
の
浄
水
場
の
水
は
、
印
西
市

竹
袋
の
「
木
下
取
水
場
」
か
ら

利
根
川
の
水
を
取
水
し
て
お
り
、

6
娃
離
れ
た
北
総
浄
水
場
か
ら

の
遠
隔
操
作
に
よ
り
、
運
転
を

行
い
、
水
質
・
臭
気
な
ど
を
監

視
し
て
い
ま
す
。

　
取
水
さ
れ
た
水
は
パ
イ
プ
で

浄
水
場
内
の
着
水
井
、
急
速
撹

拌
池
、
ろ
過
池
な
ど
を
経
て
消

毒
を
実
施
し
た
後
、
き
れ
い
な

水
と
な
り
、
配
水
池
か
ら
送
配

水
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
各
給
水

場
・
各
家
庭
に
配
水
さ
れ
ま
す
。

　
海
外
へ
行
か
れ
た
こ
と
が
あ

る
人
は
、
よ
く
「
現
地
の
水
道

水
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
」
と
注

意
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
お
二
人
の
説
明
で
は

「
日
本
の
水
道
水
の
水
質
は
、

厳
重
に
管
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、

世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
安

全
性
と
お
い
し
さ
が
保
証
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　
千
葉
県
水
道
局
で
は
、
現
在
5

つ
の
基
本
目
標
を
揚
げ
、
地
震
対

策
も
含
め
、
よ
り
一
層
安
全
か
つ

お
い
し
い
水
の
供
給
に
努
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
年
一
回
、
浄
水
場
の
見
学

会
を
実
施
し
て
お
り
、
市
民
団
体

向
け
の
出
前
講
座
（
お
い
し
い
水

づ
く
り
推
進
室
）
も
企
画
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
の
で
、
地
域
の
お

友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
県
水
お
客
様
セ
ン

タ
ー
へ
の
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
広

報
誌
「
県
水
だ
よ
り
」
を
参
考
に

す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

■問 
千
葉
県
水
道
局
北
総
浄
水
場

（
緯
碓97 
1
2
7
1
）、
県
水
お
客
様

セ
ン
タ
ー
（
緯
0
4
3
―
3
1
0

―
0
3
2
1
）。

▲特徴的な調圧水槽（右側の薄緑色
の塔）が目印の「北総浄水場」

▲広大な敷地内には、わたしたちの生
活を支える施設がたくさんあります


	in1
	in2
	in3
	in4.pdf

